


















































































久元年）段階で村内 152 石余・他村 62 石





















た。たとえば、文政期（1818 ～ 29 年）の諸
国より大坂への銑移入総高は2万5千束（25
万 4 千貫目、1 駄 =3 束）にのぼるが、そ












播磨 2 東京 10 30 
伯耆 3 5 20 駿河 1 2 
備後 5 甲斐 1 2 
備中 20 遠江 1 2 
安芸 60 三河 10 1 5 
美作 12 尾張 3 10 
出雲 2 30 25 美濃 1 5 
石見 20 10 10 伊勢 10 1 10 
合計 25 45 154 近江 2 5 
出典：『明治大正大阪市史』。
※百束以下は四捨五入。
西京 2 5 
信濃 8 10 
紀伊 1 2 
大和 1 2 
九州 2 5 
四国 5 10 
北国 3 5 







り大坂への移入総高 1万 5 千束のおよそ 3
割に相当する。こうした特徴は明治前期に










2万 5 千束から差し引いた残り 5千束が大
坂で消費されたと考えられる。そして移出








ない。ただ 1887 年（明治 20 年）時点で大







（慶応 2 年）の「船数書上帳」（20）によれば、 
宅野村の廻船は 230 石積 1 艘、151 ～ 200
石積 1 艘、101 ～ 150 石積 6 艘、51 ～ 100



















1610 石積（平均 100 石積）であるのに対し、
1875 年は 2420 石積（平均 142 石積）と 1艘
あたりの廻船規模が全体的に増大している
こと、③1875年の藤間家手船には462石積・








































銑 52、塩 13、繰綿 7、鉄 7、買荷は米 34、

























都合 7500 俵余を数え全 1万俵余の 7割以
上を占めている。このほか越後・酒田への
販売も一定度見られる。買入は尾道 7 件
（6600 俵）、防州平生 6件（5396 俵）と両者
で全 16300 俵余の 7割強を占めている。ま
た酒田では販売だけでなく買入も行われて
いる。
　銑の販売先は、大坂が 23 件（7555 束）と
最も多く全体の 4 割弱を占め、酒田 9 件









　繰綿は、境港での買入が 14 件（295 本）














船名 石積髙 船主 船頭名［活動年］
取引地
北海道 東北・北陸 山陰 山陽 上方 九州











































正太郎 ［明治10］ 赤間関 大坂
三徳丸 126 藤間太郎 伝三郎 ［明治5］（太田）伝右衛門 ［明治5,11］
下ノ関
尾道 大坂 豊後府内
萬吉丸 83 藤間太郎［明治8～］ 浦平 ［明治5,6］ 下ノ関 大坂
三鉄丸 88 高橋伝十 （土肥）清平 ［明治11］ 羽後酒田
幸吉丸 57 白枝峯平 宗平 ［明治6］ 備前久木源備中阿曽
春日丸 41 漆谷栄二郎 栄三郎 ［明治7］ 伯州境津
幾徳丸 - - （白枝）惣四郎 ［明治2,3］ 赤間関 大坂
大徳丸 - - 政右衛門 ［明治2］伝右衛門 ［明治13］ 尾道 大坂 肥前島原
嘉宝丸 - - 嘉助 ［不明］ 下ノ関 島原大湊
萬栄丸 - - 保兵衛 ［明治14］ 下ノ関
三一丸 - - 浦平 ［明治4,5］ 大坂







































米 塩 銑 鉄 繰綿
売 買 売 買 売 買 売 買 売 買
大龍丸 462 藤間太郎 13 5 2 5 1 3 1 3
三社丸 319 藤間太郎 9 1 2 1 1
大萬丸 167 藤間太郎 8 3 3 4 1 1 4
大鉄丸 142 藤間太郎 6 2 5 4 2 4
三萬丸 146or57 藤間太郎 1 4 1
三幾丸 130 藤間太郎 2
三徳丸 126 藤間太郎 1 8
萬吉丸 83 藤間太郎 3
三鉄丸 88 高橋伝十 1
幸吉丸 47 白枝峯平 2
幾徳丸 - - 1 1
大徳丸 - - 3 1
嘉宝丸 - - 2
萬栄丸 - - 1
三一丸 - - 2
大運丸 - - 1 1 1
不　明 - - 20 24 2 4 18 2 5 4 4 1




























れら 4艘は銑売件数が各船 1～ 2件と米や
塩に比べ少ない。これに対し、彼らよりも
「小型」の三萬丸・三幾丸・三徳丸・萬吉




「小型」4艘による銑売全 17 件（5586 束）の




の販売量（3210 束）の 1.7 倍を扱っており、
大坂売に限定すると 3 倍以上を担ってい
る。一方、「大型」廻船による銑の販売は大



















「小型」 4,596 下関 600、豊後 390 5,586 
「大型」 1,500 下関 1260、酒田 450 3,210 








































































は 1872 年（明治 5年）から活動が確認でき、
藤間家文書の仕切にその名が見える（【表
3】参照）。いずれも 1872 ～ 73 年初頭にお
ける大坂の問屋（菊屋・紀国屋）への銑（藤























　翌 1874 年は少なくとも年間 5 回大坂・
瀬戸内へ赴いている。積荷が判明するのは
このうち 3件で、石見国産干鰯 580 俵の尾
道揚げ（7月5日）、同銑450束の大坂揚げ（9
月 21 日）、産地不明米 214 俵の尾道揚げ（翌
年 1 月 11 日）である（33）。残念ながらこれ
らの藤間家荷物との関連は不明である。
（2）明治 8～ 14年の活動







～ 81 年（明治 8～ 14 年）までの「仕切勘定
帳」（36）によって知ることができる。なお、



















船主 船頭 船主 船頭
1872（明治 5） 藤間 or 森山 浦平
1873（明治 6） 2 月 〃 〃
1873（明治 6） 8 月 森山 〃
1874（明治 7） 〃 〃
1875（明治 8） 1 月 〃 不明
1875（明治 8） 3 月 藤間 不明 森山　 伊助#
1877（明治 10） （以降不明） 〃 清二郎、伊助
1878（明治 11） （売却、181 石積新造）
1879（明治 12） 〃 伊助
1880（明治 13） 〃 〃
1881（明治 14） 〃 〃








　「仕切勘定帳」にもとづき、1875 ～ 81 年


































それに続き鉄 2600 円余、数の子 2400 円
余、砂糖および繰綿 1500 円余となってい
る。これに対し、利益額で見た場合は多い





（収入－支出）売買粗利益 運賃 貸付金利足 諸入用 仕入金利足
1875（明治 8） 165 150 49 △ 35
1876（明治 9） 99 216 △ 117
1877（明治 10） 522 12 183 350
1879（明治 12） 621 38 16 322 269 84
1880（明治 13） 679 469 234 △ 24
1881（明治 14） 1,635 72 18 629 421 675
計 3,721 110 46 1,971 973 933
出典：「明治八年亥一月ゟ寅四月迄仕切勘定帳」,「明治十二年買仕切帳」,「明治十二年売仕切帳」,「明治十二年船中
仕切勘定帳」,「明治十四年買仕切帳」,「明治十四年売仕切帳」,「明治十四年船中仕切勘定帳」（森山家文書 176






























北海道 東北・北陸 山陰 石見 瀬戸内 大坂 合計 北海道
東北・
北陸 山陰 石見 瀬戸内 大坂 合計
繰綿 1,007 519 1,526 △ 46 △ 19 △ 64
木綿 567 567 32 32
銑 793 323 1,116 123 △ 8 115
鉄 2,602 2,602 262 262
半紙 1,265 1,265 129 129
干鰯 565 565 △ 27 △ 27
鉄製品 35 35 3 3
塩 1,010 86 1,096 331 11 342
米 1,520 2,521 3,589 2,684 3,910 14,225 177 296 414 267 △ 160 994
砂糖 1,343 239 1,582 27 △ 7 19
酒 643 335 978 71 8 79
種油 145 145 △ 4 △ 4
蝋 587 587 13 13
鰊鱈 160 160 9 9
数の子 2,469 2,469 690 690
鰊〆粕 834 834 106 106
胴鰊 43 43 6 6
煎海鼡 684 684 197 197
縄 11 11 3 3
不明 261 261 31 31
計 2,175 8,883 8,017 4,760 2,684 4,233 30,752 251 892 1,315 379 267 △ 168 2,935
% 7.1 28.9 26.1 15.5 8.7 13.8 100.0 
出典：「明治十二年買仕切帳」, 「明治十二年売仕切帳」,「明治十二年船中仕切勘定帳」,「明治十四年 買仕切帳」,「明




























も買入商品となっている（明治 12 年 7 月
18 日）点と、しかし一方では藤間銑は運賃



















鉄 71.5駄 明治12年2月2日 石見湯港／飯田喜代七 明治12年5月10日
酒田／伊勢屋文治郎
酒田／玉木屋治郎太
正銑（浜田銑） 44駄 明治12年6月28日 石見浜田／山中屋富三郎 明治12年9月6日 秋田土崎／杉山小弥太
藤間銑 100駄 明治12年7月18日 石見宅野村／藤間買受 明治12年9月6日 秋田土崎／杉山小弥太







銑 63駄 明治14年1月3日 伯耆境港／村尾円平 明治14年2月 大坂／加藤覚三郎
藤間銑 128駄 - 明治14年6月2日 越後新潟／鈴木長蔵
川銑 20駄 明治14年3月21日 石見温泉津／飯田常四郎 明治14年6月6日 越後新潟／鈴木長蔵









































































































































































































鑪は 100 坪・製造物価 4528 円余、鉄ヶ


























































































も 14 反帆（200 石積程度）廻船による松
前産物の取り扱いが見られる（中安恵一
「近世後期、松江藩領における小型廻船
の活動」『松江市史研究』9、2018 年）。
（41）「拾番御用留」（林家文書 326）。
